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▲�バボノ教授（左）と尾坂教授

中
国
科
学
院
昆
明
植
物
研
究
所
と
植
物
遺
伝

資
源
の
化
学
成
分
に
関
す
る
共
同
研
究
な
ど
を

行
う
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

同
研
究
所
に
は
、「
植
物
化
学
お
よ
び
西
部

植
物
資
源
持
続
利
用
国
家
重
点
実
験
室
」
が
あ

り
、
多
様
な
植
物
遺
伝
資
源
と
そ
れ
ら
に
関
す

る
伝
統
的
知
識
を
背
景
と
し
て
世
界
的
な
研

究
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
学
と
２
０
０
４

年
に
大
学
間
国
際
交
流
協
定
を
締
結
し
、

２
０
０
９
年
か
ら
は
日
本
学
術
振
興
会
ア
ジ
ア

研
究
教
育
拠
点
事
業
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
有

用
植
物
遺
伝
資
源
研
究
拠
点
の
構
築
」（
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

自
然
科
学
研
究
科
・
加
藤
鎌

司
教
授
、
同
研
究
所
・
龍
春
林
教
授
）
に
よ
り
、

共
同
研
究
を
本
格
化
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
協
定
で
は
、
治
療
薬
の
候
補
と
な
る

化
合
物
の
選
抜
や
、
化
合
物
が
作
用

す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
析
を
よ
り
効

率
よ
く
行
う
こ
と
で
、
難
治
性
感
染

症
の
新
薬
開
発
を
目
指
し
て
お
り
、

さ
っ
そ
く
同
研
究
所
の
王
躍
虎
助
教

授
を
招
へ
い
し
て
共
同
研
究
を
始
め

て
い
ま
す
。

▲
棒
し
ば
り
の
一
場
面

医
学
部
創
立
１
４
０
周
年
記
念
式
典

を
岡
山
市
内
で
開
催
し
、
教
職
員
や
卒

業
生
・
医
療
機
関
関
係
者
ら
約
５
０
０

人
が
１
４
０
年
の
歩
み
を
振
り
返
り
、

今
後
の
発
展
を
誓
い
ま
し
た
。

許ほ
う

南な
ん

浩ほ

医
学
部
長
が
「
今
こ
の
瞬
間

に
も
多
く
の
人
々
が
よ
り
よ
い
医
療
を

求
め
て
苦
し
ん
で
い
る
。
医
学
部
の
歴

史
と
伝
統
を
創
造
的
に
捉
え
直
し
、
改

め
て
そ
の
使
命
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
で

社
会
の
要
請
に
応
え
た
い
」

と
式
辞
。
千
葉
喬
三
学
長

が
「
総
合
大
学
と
し
て
の

強
み
を
発
揮
し
て
い
く
重

要
な
基
盤
要
素
と
し
て
医

学
部
の
活
動
力
に
期
待
す

る
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

新
木
一
弘
文
部
科
学
省
医

フ
ラ
ン
ス
の
ピ
エ
ー
ル
・
マ
リ
ー
・

キ
ュ
リ
ー
（
パ
リ
第
６
）
大
学
と
大

学
間
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

同
大
は
、
長
い
歴
史
と
伝
統
が

あ
り
、
自
然
科
学
分
野
で
数
多
く
の

業
績
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
同
大
の
フ

ロ
ー
レ
ン
ス
・
バ
ボ
ノ
教
授
、
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
・
ボ
ン
ノ
ム
教
授
と
本
学

自
然
科
学
研
究
科
の
尾
坂
明
義
教

授
、
早
川
聡
准
教
授
ら
は
、
材
料
化

学
（
と
く
に
生
体
材
料
）
の
分
野
で

共
同
研
究
を
進
め
て
お
り
、
講
演
会

や
セ
ミ
ナ
ー
を
互
い
に
開
催
す
る
な

ど
、
�0
年
に
わ
た
り
交
流
。
双
方

の
大
学
の
合
意
が
得
ら
れ
、
大
学
間

協
定
を
締
結
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
今
後
、
材
料
化
学
分
野
で
の
共

同
研
究
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

ピエール・マリー・キュリー大学
と大学間協定
（2010.10.7）

文
学
部
�0
周
年
記
念
事
業
「
狂
言
を

観
に
い
こ
う
」
を
創
立
五
十
周
年
記
念

館
で
開
き
、
約
４
０
０
人
の
市
民
や
学

生
ら
が
、
一
流
狂
言
師
の
舞
台
を
堪
能

し
ま
し
た
。

金
関
猛
文
学
部
教
授
が
「
岡
山
と
狂

言―

茂
山
千
五
郎
家
と
の
百

年
」
と
題
し
、
京
都
の
名

門
・
大
蔵
流
茂
山
千
五

郎
家
と
の
交
流
の
中

で
は
ぐ
く
ま
れ
た
岡

山
の
狂
言
文
化
に
つ

い
て
解
説
。
同
家
の

文学部30周年記念事業で
狂言上演
（2010.10.1）

医学部創立140周年
記念式典を開催

（2010.11.3）

学
教
育
課
長
、石
井
正
弘
岡
山
県
知
事
、

秋
葉
忠
利
広
島
市
長
ら
ご
来
賓
か
ら
も

祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

槇
野
博
史
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合

研
究
科
長
、
森
田
潔
岡
山
大
学
病
院
長

が
そ
れ
ぞ
れ
医
学
部
と
病
院
の
歴
史
に

つ
い
て
紹
介
し
た
後
、
許
医
学
部
長
が

プ
ロ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
長
期
的

な
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
計
画
な
ど
、
創
立

１
５
０
周
年
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
述
べ
ま
し
た
。

記
念
講
演
で
は
、
江
草
安
彦
社
会
福

祉
法
人
旭
川
荘
名
誉
理
事
長
が
「
医
療

福
祉
の
祖　

岡
山
大
学
の
先
人
達
」
と

題
し
、
医
学
部
ゆ
か
り
の
偉
大
な
先
人

の
業
績
を
紹
介
。
記
念
祝
賀
会
で
は
、

髙
谷
茂
男
岡
山
市
長
が
祝
辞
を
述
べ
、

参
加
者
全
員
で
１
４
０
周
年
を
祝
い
ま

し
た
。

茂
山
千
五
郎
さ
ん
、
茂
山
茂
さ
ん
と
岡

山
の
狂
言
師
・
田
賀
屋
夙は
や

生お

さ
ん
ら
が
、

「
棒
し
ば
り
」
と
「
濯す
す

ぎ
川
」
を
上
演

し
ま
し
た
。

棒
や
後
ろ
手
に
縛
ら
れ
た
従
者
二
人

が
工
夫
を
重
ね
て
酒
を
盗
み
飲
む
ユ
ー

モ
ラ
ス
な
姿
や
、
嫁
と
姑
に
こ
き

使
わ
れ
る
婿
が
機
知
を
働
か
せ

て
抵
抗
を
試
み
る
軽
妙
な
や

り
と
り
に
、
会
場
は
笑
い
の

渦
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

ア
ジ
ア
地
域
で
連
携
し
て
創
薬
シ
ー
ズ
の
探

索
や
人
材
育
成
を
行
う
「
ア
ジ
ア
創
薬
探
索
同

盟
」
の
結
成
を
目
指
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ハ

サ
ヌ
デ
ィ
ン
大
学
と
大
学
間
協
定
に
基
づ
く
共

同
研
究
の
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

本
学
は
文
部
科
学
省
の
補
助
を
受
け
、「
難

治
性
感
染
症
を
標
的
と
す
る
創
薬
研
究
教
育
推

進
事
業
」を
今
年
度
ス
タ
ー
ト
。今
年
７
月
、「
岡

山
大
学
国
際
共
同
創
薬
基
盤
セ
ン
タ
ー
」
を
設

立
し
、
中
国
、
韓
国
、
イ
ン
ド
、
ガ
ー
ナ
な
ど

各
国
の
大
学
・
研
究
機
関
と
連
携
し
て
、
ア
ジ

ア
・
ア
フ
リ
カ
地
域
に
蔓
延
す
る
マ
ラ
リ
ア
な

ど
の
熱
帯
感
染
症
や
肝
炎
な
ど
の
難
治
性
感
染

症
の
治
療
薬
創
製
の
た
め
の
国
際
共
同
研
究
を

行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
協
定
に
よ
り
、
ハ
サ
ヌ
デ
ィ
ン
大
は

同
同
盟
の
最
初
の
提
携
先
と
な
り
、

同
大
の
豊
富
な
海
洋
資
源
を
活
用

し
た
創
薬
シ
ー
ズ
の
探
索
と
人
材

育
成
を
連
携
し
て
推
進
し
ま
す
。

今
後
は
中
国
、
韓
国
、
ガ
ー
ナ

な
ど
の
大
学
・
研
究
機
関
と
同
様

の
協
定
を
結
ぶ
予
定
で
す
。

中国科学院昆明植物研究所と
共同研究協定
（2010.8.28）

▲�

綿
矢
教
授
（
右
）、
加
藤
教
授
（
左
）

と
龍
教
授
（
中
央
）

▲�

固
く
握
手
を
交
わ
す
パ
ト
ゥ
ル
ス
ィ

学
長
（
左
）
と
千
葉
学
長

「アジア創薬探索同盟」へ向け
ハサヌディン大と協定

（2010.11.12）
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▲�千葉学長から表彰状を
受け取る曽根さん

▲�松浦選手（左）と押川選手
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学
生
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
支
援

の
充
実
を
目
指
し
、
キ
ャ
リ
ア

開
発
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し

た
。
平
成
18
年
に
学
生
支
援
セ

ン
タ
ー
内
に
設
立
し
た
キ
ャ
リ

ア
支
援
室
は
、
中
四
国
地
区
の

み
な
ら
ず
首
都
圏
・
関
西
圏
へ

の
就
職
率
を
向
上
さ
せ
、
平
成

��
年
度
国
家
公
務
員
一
種
採
用

試
験
最
終
合
格
者
数
で
中
四
国

地
区
１
位
と
な
る
な
ど
大
き
な

学
会
等
が
制
定
す
る
賞
を
受
賞

し
た
学
生
の
業
績
を
顕
彰
し
、
研

究
意
欲
を
高
め
る
た
め
「
岡
山
大

学
学
会
賞
等
受
賞
者
表
彰
」
を
今

年
度
か
ら
創
設
し
、
表
彰
式
を
挙

行
し
ま
し
た
。

今
年
４
月
～
９
月
に
学
会
賞
等

を
受
賞
し
た
学
生
の
中
か
ら
、
４

名
を
表
彰
。
式
で
は
、
千
葉
学
長

が
表
彰
状
を
手
渡
し
、「
い
っ
そ

う
の
研
鑽
を
」と
激
励
し
ま
し
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
自
然
科
学
研

究
科
博
士
前
期
課
程
の
藤
谷
崇
弘

さ
ん
と
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
博

士
前
期
課
程
の
曽
根
曜
子
さ
ん
が

受
賞
内
容
を
説
明
し
、「
賞
の
名

に
恥
じ
ぬ
よ
う
努
力
し
ま
す
」
と

意
気
込
み
を
述
べ
ま
し
た
。

イ
チ
ョ
ウ
並
木
、
楓
、
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
…
。
赤

や
黄
に
色
づ
い
た
木
々
が
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の

よ
う
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
彩
る
秋
。
敷
地
内
を

歩
い
た
り
、
写
真
を
撮
っ
た
り
す
る
地
域
の
人

が
増
え
、
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
を
手
に
し
た
カ
ル

チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
の
グ
ル
ー
プ
に
も
出
会
っ
た
。

絵
画
教
室
で
毎
年
訪
れ
る
と
い
う
近
所

の
女
性
は
「
わ
ざ
わ
ざ
遠
く
に
行
か
な
く
て

も
、
こ
こ
な
ら
市
内
で
、
こ
ん
な
に
き
れ
い
な

紅
葉
が
見
ら
れ
る
。
あ
り
が
た
い
こ
と
。
散

歩
で
も
よ
く
来
ま
す
」。
そ
う
。
思
え
ば
年
中
、

キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
散
歩
し
た
り
、
体
を
動

か
し
た
り
す
る
人
を
見
か
け
る
。
緑
あ
ふ
れ
る

広
々
と
し
た
敷
地
は
、
学
生
だ
け
で
な
く
、
地

域
の
人
に
と
っ
て
も
和
み
の
場
に
違
い
な
い
。

産
学
官
の
共
同
研
究
、
自
治
体
と
の
交
流
、

教
育
な
ど
、
大
学
と
地
域
と
の
か
か
わ
り
は
さ

ま
ざ
ま
。
学
生
主
催
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
真
に
必
要
と
さ
れ
る
大

学
と
は
」。
そ
の
答
え
は
、
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の

よ
う
に
、
大
学
組
織
そ
の
も
の
が
地
域
に
開
か

れ
、
町
や
人
に
と
け
込
む
中
で
見
つ
か
る
の
だ

ろ
う
。
す
っ
か
り
葉
も
落
ち
た
木
々
を
眺
め
な

が
ら
強
く
感
じ
た
。

COLUMN

キャンパス
探訪

04
「紅葉の出迎え」

Ｅ
Ｕ
と
ア
ジ
ア
圏
の
学
生
・
研

究
者
交
流
を
国
際
的
枠
組
み
で
促

進
す
る
欧
州
委
員
会
の
交
流
事
業

「
エ
ラ
ス
ム
ス
・
ム
ン
ド
ゥ
ス
計

画
2
0
0
9
︱
2
0
1
3
」
に
、

本
学
、
東
京
工
業
大
学
、
慶
應
義

塾
大
学
、
早
稲
田
大
学
な
ど
日
韓

欧
計
1�
教
育
機
関
が
企
画
・
提
案

し
た
Ｂ＊

Ｅ
Ａ
Ｍ
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

同
計
画
は
Ⅱ
期
目
で
、
予
算
や

関
連
地
域
は
過
去
最
大
規
模
。
こ

の
計
画
に
お
い
て
初
め
て
日
本
の

大
学
と
Ｅ
Ｕ
の
教
育
機
関
が
対
等

に
連
携
し
、
博
士
課
程
の
学
生
や

ポ
ス
ド
ク
研
究
者
、
常
勤
教
職
員

の
三
つ
の
レ
ベ
ル
で
の
相
互
交
流

を
行
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
両
地

域
間
の
研
究
交
流
の
体
制
の
強
化

が
見
こ
ま
れ
ま
す
。

Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｍ
参
加
の
1�
機
関
は

プ
ロ
グ
ラ
ム
推
進
の
た
め
1�
月
１

日
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
設
立
。

３
協
力
機
関
と
と
も
に
、
こ
の
計

画
で
授
与
さ
れ
る
総
額
1
5
0
万

ユ
ー
ロ
（
約
1
・
7
億
円
）
も
の

交
流
費
で
、
博
士
課
程
の
学
生
や

ポ
ス
ド
ク
の
研
究
者
、
教
員
の
交

流
を
行
い
ま
す
。

交
流
を
円
滑
に
行
う
た
め
、

E
U
の
参
加
校
と
大
学
間
交
流
協

定
を
締
結
す
る
予
定
。
学
内
組
織

と
し
て
、
学
部
・
研
究
科
な
ど
の

枠
を
超
え
て
教
育
、
研
究
の
高
度

化
と
活
性
化
を
推
進
す
る
「
教
育

研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
戦
略
本
部
」
に

エ
ラ
ス
ム
ス
計
画
実
施
委
員
会

（
仮
称
）
を
設
立
し
、
事
業
の
推

進
を
図
り
ま
す
。

オープン

★記録は以下の通りです。
　松浦　稔選手	 男子５０ｍ自由形　２５位　タイム：２２秒９５
　押川里奈選手	 女子５０ｍ自由形　１１位　タイム：２５秒５０
	 	 女子５０ｍ平泳ぎ　１５位　タイム：３２秒０９

成
果
を
あ
げ
て
き
ま
し
た
。
近

年
の
雇
用
情
勢
や
新
卒
定
着
率

の
悪
化
、
平
成
��
年
度
か
ら
の

職
業
教
育
の
義
務
化
を
受
け
、

同
室
を
セ
ン
タ
ー
へ
改
め
、
就

職
支
援
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
さ

ら
に
充
実
さ
せ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
専
任
教
員
２
名

体
制
か
ら
、
三
浦
孝
仁
副
セ
ン

タ
ー
長
を
は
じ
め
と
す
る
専
任

教
授
２
名
、
准
教
授
１
名
、
助

教
２
名
の
専
任
教
員
５
名
体
制

に
増
強
。
本
学
独
自
の
個
別
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
基
に
し
た
就

職
支
援
を
行
う
だ
け
で
な
く
、

段
階
的
な
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充

実
に
よ
る
学
生
の
自
立
的
か
つ

自
律
的
な
職
業
観
の
確
立
を
促

す
な
ど
、
「
総
合
的
・
実
践
的

な
キ
ャ
リ
ア
支
援
」
を
展
開
し

ま
す
。

*ＢＥＡＭ＝Build�on�Euro-Asian�Mobility

岡山大学学会賞等受賞者表彰を
創設し４人を表彰

（2010.10.22）

世
界
ト
ッ
プ
ス
イ
マ
ー
が
競

う
「
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ａ
競
泳
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
東
京
２
０
１
０
」
（
国

際
水
泳
連
盟
（
F
I
N
A
）
主

催
）
に
本
学
水
泳
部
の
松
浦
稔

選
手
（
環
境
理
工
学
部
３
年

生
）
、
押
川
里
奈
選
手
（
教
育

学
部
２
年
生
）
が
出
場
。
自
己

ベ
ス
ト
を
更
新
す
る
健
闘
を
見

せ
ま
し
た
。

ＦＩＮＡ競泳ワールドカップ
東京2010で学生が健闘
（2010.10.20～2010.10.21）

本学など日韓欧12機関が
「エラスムス・ムンドゥス計画」に基づく

コンソーシアムを設立
（2010.12.1）

キャリア開発センターを設置
（2010.8.1）
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